
0開催報告（●

■第22回サ イ エ ン スカフェin上北沢 (8/19 開催）
「タンパク質から始めよう 身近なサイエンス」

カルパインプロジェクト副参事研究員 I」、野； 前；子•

夏休み中でしたので児童の参加者を意識しつつ、

担当する私たちにとって身近なタンパク質、 特にタ

ンパク質分解酵素（プロテアー ゼ）の働きをアピ ー

ルしたい、 と考えながら今回の企画を担当させてい

ただきました。 そして、 講義は「タンパク質はアミ

ノ酸から作られている」「タンパク質を分解する酵

素（プロテアー ゼ）もタンパク質である」ことの紹

介など最小限にして、 実験や様々なトリック（立体

視メガネ、 3Dプリンター など）により、 アミノ酸や

タンパク質の働きを知るという“実技重視＂を目指し

ました。

それでも、 タンパク質は肉や魚として食べられて

栄養になるだけではなく、 それぞれに ‘‘名前’とII働き

”と ‘‘形IIがあり、 生命研究を支えているという意識・

視点を、 実感していただけたことを願っています。

ご参加いただいた皆様、 あリがとうございました。

内容の吟味、 事前準備や、 当日の進行を組織立て

てサポ ートして下さったサイエンスカフェ実行委員

会の方々、 コンサートを行って下さった正井副所長

と研究所外からのゲスト演奏者の方々に心よリお礼

申し上げます。

実験では「ゼラチンというタンパク質の働きによ

って液体が固体になる（ゼリ ーができる）反応は、

プロテアー ゼによってゼラチンが分解されると起こ

らなくなリます。 あなたが選んだフルー ツにはプロ

テアー ゼがあリますか？ないですか？」という、 ち

ょっとひねった質問を出してみました。 実験操作が

首尾良くできたのに、 働いているのはゼラチンなの

か、 それともフルー ツのプロテア ー ゼか、 混乱して

悩んでしまった、 というご意見も頂きました。

一

12 

リオ五輪やトランプ旋風や大隅先生のノ ー ベル賞で盛り上がっ

た2016年も去り、 気持ちも新たに2017年を迎えました。 本号は、

田中所長の年頭所感の中でノ ー ベル賞授賞式の模様が克明に描か

れています。 小生も専門研究領域は異なりますが同じ基礎研究の

世界に身を置くものとして格別な想いです。 さて、 早いもので4

年間に渡って都医学研ニュ ー スの委員長として編集に携わってき

ましたが、 この3月末をもって次の委員長に席を譲ります。 その

間、 委員の皆様をはじめ、 多くの先生に多大なご協力をいただき

ました。 この場を借りて御礼を申し上げます。 今後もますます魅

力的な記事満載の都医学研ニュ ー スを期待しています。

(M.M.) 
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年頭所感

所長 田中 啓二

本年(2016年） 、 私にとっての激震ともいえる歓

びは、 何と言っても四半世紀以上に亘る知己であ

り
‘‘ タンパク質分解"という同じ生命科学研究領域の

盟友でもある 東京工業大学の大隅良典栄誉教授

（以下「大隅さん」と記載）が 「オ ー トファジ一

の仕組みの発見」の研究で、 ノ ー ベル生理学・医

学賞を単独受賞したことであります。 大隅さんと

は個人的な交流のみならず当研究所の評議員、 研

究評価委員にもご就任いただいている関係から、

今回の至上の栄誉に心底から祝意を表したいと思

っています。 私自身も大隅さんのノ ー ベル賞受賞

の余波をまともに受けましたので、 その顛末を記

しておきたいと思います。

大隅さんのノ ー ベル賞受賞は「遅きに失したと言
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っても過言ではない」と私は思 っています。 ま

た、 近年、 ノ ー ベル賞単独受賞がほとんどなかっ

たことからも、 その偉業は敬服に値します。 祝福

の声が日本の隅々にまで木霊していったことも宜(

むべ）なるかなと思っています。

“大隅さんがなぜ単独受賞に至ったか"について最

初に謎解きをしておきたいと思います。 オ ー トフ

アジー (autophagy自食作用：ギリシャ語に由

来、 auto=self=自分を、 phagy=eat=食べる）とい

う現象について、 大隅さんの最大の功績は、 1993

年、 オ ー トファジーに関わる遺伝子を独力で発見

したことです。 しかも大隅さんの凄いところは、

この時、 オ ー トファジーの作動機構に関係する遺

伝子群のほぼ全てを網羅的に分離していたことで

した。 オ ー トファジーという現象は1960年前後に

C. de Duve (1974年ノ ー ベル賞受賞）によって発

見されていましたが、 遺伝子が不明であったため

に、 その研究は遅々として進みませんでした。

オ ー トファジー遺伝子が発見された1993年以降

は、 研究が飛躍的に進展し、 オ ー トファジー と銘

打った論文は現在では年間約5000編発表されてい

ます。 大隅さんの発見がオ ー トファジーの新しい

世界を開拓し、 その発展の基礎を築いたことは明

白であり、 それ故に単独受賞となったのです。 も

う一つ、 大隅さんの卓越した功績は、 吉森保教授

（大阪大学）と水島昇教授（東京大学）を始めと

する数多くのすぐれた弟子を育成し、 わが国のオ
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